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夢 の 実 現 を  夢 の 実 現 を  

　本年５月９日付けで副理事長を拝命いたしました。 
　就任にあたり、学長からは、医科大学として２０年後には全国のトップ１０を目
指しているとの言葉があり、これまでの経験を活かし医大の発展に少しでも寄与で
きれば望外だと思っていたのが、経験は何の役にも立たず、これは大変な職に就い
たと思いが変わりました。 
　学長は常々、学生諸君に３Ｙをモットーにと言っておられますが、トップ１０は
正に夢のような目標、しかし、夢の実現のためには、高い志を持つことが何よりも
大切、そして「一念、天に通ず」という言葉があるように、教職員が一致団結して、
その目標に向けて念じ、精励恪勤すれば必ずや成し遂げられる。たとえ遠く険しい

長い道のりになるとしても。 
　私は、「チーム」という言葉が好きです。一人一人の力は小さいけれど、一人ではたいしたことができ
ないけれど、チームになると、みんなの気持ちが一つにまとまると１＋１が３にも５にもなる。お互いが
助け合い、切磋琢磨すれば必ず道は開ける、トップ１０は夢ではない。その夢に向け「チーム医大」の一
員として努力しますので、皆様方のご指導をよろしくお願いします。 

副理事長　橋本　弘隆 
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女性研究者支援センター『まほろば』が発足しました 

健康管理センター開設 

コーディネーター　御輿　久美子（健康政策医学） 

（総務課） 

　本年2月に女性研究者支援センター（センター長　喜多英二医学部長）が新設され、そのコーディネーターを務
めさせていただくことになりました。日本の大学の女性研究者比率は13.6％と諸外国に比べてかなり低い値です。
本学も例にもれず、とくに医学科教員では約11％と低い値です。一方、看護学科教員では87％と女性比率では
問題ないものの勤務開始後2, 3年以内に辞めていく人がかなりの数に上り、研究継続の上で問題があります。女
性研究者支援センター『まほろば』は、女性研究者の増加と研究継続を主な目的として、様々な取組を行おうとし
ています。 
　活動内容は大きく分けて5つあります。研究継続上のいろいろな悩みの『相談』、妊娠・出産・子育て・介護と研
究との両立を支援する『シンビオティック（共生）・ラボ』、この『シンビオティック（共生）・ラボ』では研究室での人
間関係の悪化の場合などのこころの支援も行います。そして、多くの女性達が活き活きと研究に没頭できるため
の環境整備『企画・運営』や啓発を行う『啓発・広報』、女子学生や中高生が研究者への道を進むように働きかける
『女子学生進路選択支援』です。これらの活動をセンター長及び運営委員会の指導の下に、支援員（メンター）で
ある細菌学水野文子先生、内科学第二須�康恵先生、産婦人科学吉田昭三先生と4人で行っていきます。とても少人数ですが、ほぼ同時に
発足した学内の女性研究者連絡協議会の方々のお力も借りながら、他大学の範となるような活動をしていきたいと思っています。 
　女性研究者にとって研究しやすい環境は男性研究者にとっても良い環境であり、また、良い研究環境の大学は、女性医師や医療専門職の
人にとっても働きやすい大学であり、つまりはすべての構成員の能力が十分に発揮できる“皆の笑顔の輝く”職場となると思います。そうい
う『まほろば』つくりの一翼を担わせていただけることをとても光栄に思っています。 
支援センターホームページ　http://www.naramed-u.ac.jp/̃josei/index.html

3

　平成２３年４月の組織改編により健康管理センターを設置しました。 
　このセンターは複数の部署にまたがっていた、職員及び学生の健康管理事業等を一元的・機能的に行うことにより健康増進を積極的に図
ることを目的としています。 
　当センターは、感染症センターの三笠桂一教授がセンター長（産業医兼務）として、スタッフは事務職員が専任２名、兼務５名でスタートしま
した。執務室は大学本館２階の総務課内においています。 
　具体的な事業としては、定期健康診断・各種健康診断、職場感染防止の観点から抗体検査やワクチン接種推奨、健康診断において要治療
や要精密検査となった者への対応、産業医等による健康相談、臨床心理士によるカウンセリング等メンタルヘルス事業などを行っています。 
　平成２２年度に実施した定期健康診断の受診率は、医学科学生９７．４％、看護学科生６６．２％、職員９９．２％となっており未受診者が少なからず
います。また、健診の結果において「要精検」や「要治療」となった者の検査や治療の受診も進んでいないなど、職員や学生の健康に対する
意識が十分だとは言えない状況にあります。 
　当センターはスタートしたばかりです。職員・学生にとって安全で健康に配慮した職場や学校の環境づくりは大学にとって大きな課題です。
今後健康管理事業を充実させるため、専門の職員の配置や独自の執務室の整備など課題がありますが、健康増進に関する情報を職員及び
学生のみなさんに提供するとともに様々な取り組みを進めていきたいと考えております。 

おごし  く　み　こ 

　今年の４月、医療職Ⅱの技師（美男・美女）集団による医療技
術センターが発足しました。私は榊センター長のもと、統括責任
者としての技師長を拝命することになりました。 
　当センターは、臨床工学技士、歯科技工士、歯科衛生士、視能
訓練士、言語聴覚士、理学療法士、作業療法士、あん摩マッサー
ジ指圧師、臨床検査技師の９職種、総勢５０名で構成されています。
皆それぞれの科に特化した専門技士であるため、初めの頃は、お
互いどんな仕事をしているのか全く分からず戸惑いもありました。
最近では、それぞれが持つ難問・珍問・奇問の対策に毎日追われ
ています。今後は、当センターとして一番のセールスポイントで
ある「安全・安心」を提供できるように、技士全員で日々研鑽に
励みたいと思います。 
　そして、私たちの輝く顔を職員の方にも覚えていただければと
思っています。みなさん、医療技術センターをどうぞよろしくお
願いいたします。 

医療技術センターの発足にあたって  
医療技術センター技師長　萱島　道徳（かやしま　みちのり） 

夢 の 実 現 を  
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諸君は「何か」を持っている 
平成２３年度入学式式辞 
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新 入 生 挨 拶  新 入 生 挨 拶  

試 験 日 合格者発表 出 願 期 間 募集人員 専 　　 攻 

地 域 医 療・健 康 医 学  7

生体情報・病態制御医学 13

生体分子・機能再建医学 20

第一次募集 
平成23年9月26日(月) 
～9月30日(金) 
 
第二次募集 
平成24年1月16日(月) 
～1月20日(金)

第一次募集 
10月17日(月) 
 

第二次募集 
2月6日（月） 

第一次募集 
11月8日(火) 
 

第二次募集 
3月7日（水） 

（名） 

大 学 院 医 学 研 究 科（博士課程） 

新 た な 学 び が あ な た を 待 っ て い ま す  

平 成 24 年 度 　 大 学 院 入 試 日 程  

　社会人の入学も可能です。 
　社会人とは、医療・保健・福祉施設、教育研究機関、企業、官公庁等に勤務し、入学後もその職を有する者です。 

試 験 日 合格者発表 出 願 期 間 募集人員 専 　　 攻 

5医 　 科 　 学  

第一次募集 
平成23年9月5日(月) 
～9月9日(金) 
 
第二次募集 
平成24年1月30日(月) 
～2月3日(金)

第一次募集 
9月27日(火)

第二次募集 
2月15日（水） 

第一次募集 
10月11日(火)

第二次募集 
3月7日（水） 

（名） 

大 学 院 医 学 研 究 科（修士課程） 

　博士課程と同様、社会人の入学も可能ですが、その場合は平成24年3月31日までに概ね1年以上の実務経験を有す
ることが必要です。 

　学生募集要項は、学務課教務係で配付しています。 
　また、ホームページでも確認できます。（http://www.naramed-u.ac.jp/̃jyuken/） 

　満開の桜が咲き誇る4月に私たち80名は奈良医大に入学しました。今では学年全体が仲良し

で、毎日の学校生活を楽しんでいます。80名全員が「看護師になる」という同じ目標を抱い

ているので互いに切磋琢磨しながら、知識面の勉強だけでなく、対人関係についても日々学ん

でいます。これからたくさんの事を学び成長しながら、みんなが1人を思えるような協力でき

る学年になれるよう4年間を過ごしていきたいと思います。 

看護学科1年　室谷　英里子（むろたに　えりこ） 

　今春、晴れて奈良医大に入学でき、大変嬉しく思います。新しい学びの場で始まる日々に一

抹の不安を抱いていましたが、大学生活にも慣れ、勉学や部活動に打ち込み、充実した日々を

送っています。私達新入生は、奈良医大の学生であるという自覚と誇りを胸に、互いに切磋琢

磨しあって成長し、豊かな人間性を持った医療人になれるよう努力していく所存ですので、先

生方、先輩方、温かい目で見守り、導いてくださいますよう、どうかよろしくお願いいたしま

す。 

医学科1年　木下　友希（きのした　ゆうき） 
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　私たち卓球部は医大の体育館で練習しています。部員は全部で26人で、一人一人個性のあるプレーで日々

精進しています。大会は夏の西医体、3月の西医歯薬、そして近畿医科学生卓球大会が春・秋の2回、他に

も他大学との交流試合が年3回あります。それぞれの試合・大会の後にはレセプションがあり、他大学との

親睦を深められるところが卓球部のいいところの一つです。 

　卓球は生涯スポーツであり、卒業されてからも仕事の合間を縫って続けられている先輩方もたくさんいらっ

しゃいます。興味のある方は是非お近くの卓球部員に声をおかけください。 

卓球部 
「小さな球に大きな夢を」 
部　　員：26名 
部　　長：木村　弘（第二内科教授） 
主　　将：鹿庭　善夫（4年） 
活動内容：卓球 
練 習 日：火曜日と木or土曜日 

　　軽音楽部は放課後に部室と大講堂で練習しています。 
　私達、軽音楽部はジャズを演奏しております。ジャズは日常生活の中で多く使われており、お洒落なバー
ではよく流れております。私達はジャズの中でも特にビッグバンド形式で演奏しています。ビッグバンドと
はトランペット5人、トロンボーン4人、サックス5人、ピアノ1人、ベース1人、ドラム1人の約17人で一
つの曲を演奏する形式のことで、文字通り大迫力の演奏です。 
　行事としては、他大学との合同ジョイントコンサートのほかに、老人ホームでの慰問コンサートや部員で
旅行に出かけたりしており、秋の定期演奏会がその年の集大成として臨んでおります。 
　部員の大半は大学から始めた初心者ですので楽器経験は無いけど、ジャズに少しでも興味がある方はぜひ
一度軽音楽部の練習にお越し下さい。楽器は一生楽しむことが出来ます。引退後も軽音楽部のOBバンドで
活躍されている先輩も大勢いますので、一生楽しめる趣味に出会いたい方はぜひ「奈良医大　軽音楽部」の
HPをご覧ください。 
http://hardstrem.web.fc2.com/index.html

軽音楽部 
「ジャズするべ！！」 
部　　員：37名 
顧　　問：古家　仁（麻酔科学教授） 
主　　将：松本　武士（4年） 
活動内容：ジャズ 
練 習 日：毎週月、木曜日の午後5時からと 
　　　　 土曜日の午後1時から 
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オープンキャンパス実施  オープンキャンパス実施  
● 医学科　8月 6日（土）　● 看護学科　8月 7日（日） ● 医学科　8月 6日（土）　● 看護学科　8月 7日（日） 

　医学科は８月６日、看護学科は８月７日と学科別にオープンキャ
ンパスを実施します。 
　実施内容は下記のとおりです。多くの方が参加していただけ
ますよう、お知り合いに声をかけてください。主に高校生及び受
験生を対象としますが、どなたでも参加することができます。 
　また、実施にあたり関係の皆様のご協力をお願いいたします。 

　ひらめき☆ときめきサイエンスとは、研究機関で行っている最先端の科研費による研究成果について、小学校５・
６年生、中学生、高校生の皆さんが、直に見る、聞く、ふれることで、科学のおもしろさを感じてもらうプログラム
で独立行政法人日本学術振興会の本託事業として採択を受け実施するものです、昨年と同様のテーマにて、今年も産
婦人科学講座で開催することになりました。 
テーマ：生命の神秘と誕生　－赤ちゃんの発育と子宮の病気― 
内　容：１．女性特有の臓器である子宮と卵巣の役割をともに学びます。 

２．妊娠中の胎児の状態を、超音波画像を用いて紹介します。赤ちゃんの動いている様子や成長の様子をみ
て生命の尊さを考えてみます。 

３．胎児超音波を、シミュレーション機器を用いて自分で体験します。 
４．若い女性がかかりやすい子宮の病気について、その原因や予防について勉強します。 
５．４の学習から、どのようにしたら大切な子宮を病気から守ることができるかを自ら考えてみましょう。 

日　時：平成23年8月6日（土曜日）　10:30-17:00 
　　　　平成23年8月7日（日曜日）　10:30-17:00 
　　　（各日とも同じ内容のプログラムです。） 
場　所：奈良県立医科大学基礎医学校舎　4階会議室　 
申　込：FAXまたはE-mailにて 
　　　　FAX: 0744-23-6557, E-mail: obgyn@naramed-u.ac.jp 
　　　　FAXにて申し込む方は、申込用紙を奈良県立医科大学産婦人科 
　　　　ホームページからdownloadして下さい。 
申込締切：平成23年7月31日　ただし定員になり次第終了します。 
定　員：高校2または高校3年生　女性限定　各日20名　 

　医学科、看護学科とも、多数の参加者が見
込まれます。  
　在学生で当日の受付、施設見学及び個別
相談を手伝ってもらえる方を募集しています。 
　ボランティアの受付は、学務課厚生・入試
係で行っています。ご協力をお願いいたします。 

◎期　日 
　　医 学 科　平成23年8月6日(土) 
　　看護学科　平成23年8月7日(日)

◎場　所　奈良県立医科大学大講堂等 

◎内　容（一部変更となる場合があります） 
　　・学長講演 
　　・学科紹介 
　　・在校生、卒業生メッセージ 
　　・模擬講義 
　　・施設見学 
　　・相談コーナー 

日時：平成２３年９月１０日（土）１３時～１５時３０分（開場：１２時１５分） 
場所：奈良県橿原文化会館 大ホール（橿原市北八木町） 
プログラム： 
　　成人看護学　教授　瀬川　睦子「家族とともに行う緩和ケア －自分らしさの支援－」 
　　第二生理学　教授　高木　都「マウスＥＳ細胞 －排便障害治療への可能性－」 
　　病理診断学　教授　野々村　昭孝「メタボリックシンドロームと肝臓 －脂肪肝から肝硬変・肝癌へ－」 
http://www.naramed-u.ac.jp/_aff/koukaikouza/

下記のとおり開催します。皆様お誘い合わせの上、ぜひご聴講ください。（聴講無料） 

13：00～17：00

第2回ひらめき☆ときめきサイエンス ―ようこそ大学の研究室へ―KAKENHI

～ボランティア募集～ 

7

（学務課） 

オープンキャンパスと同じ日に下記の産婦人科学講座によるイベントが開催されます。 

本学主催  公開講座『くらしと医学』開催のお知らせ 
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　今回で12回目となるタイのチェンマイ大学への学生の派遣が、平成23年

3月27日から4月5日の日程で実施されました。派遣された学生は、医学科6

年生(派遣当時5年生)の岡本　忠司さん、角田　真貴さん、梶本　昂宏さん、

太地　良佑さんの4名です。現地での研修だけでなく、学生との交流や古都

チェンマイとバンコクの視察と、充実した日々を過ごしました。 

　参加した学生からは、「チェンマイ大学の方々はとても友好的で明るく、本

当に楽しい時間を過ごすことができました」との声が毎回寄せられています。 

　今年度も10月頃から参加学生の募集を行う予定です。 

坂田君　優勝！　～奈良県テニス選手権シングルス～ 

　看護学科３年生の坂田郁夫君が平成23年度奈良県テニス選手

権のシングルスにおいて優勝し、11月に東京で開催される全日

本選手権に出場することになりました。同大会はアマチュアだけ

でなくプロも出場する国内最高峰の大会です。 

「社会人選抜で奈良医大に入学し、日々の勉強はもちろん、テニ

ス部のコーチとして文武両面で充実した大学生活を送っています。

大学においては多くの人にお世話いただき感謝していますが、今

後とも、この気持ちを忘れず、何事にも全力プレーで取り組んで

いきたいと思っています。」（坂田） 

第53回　関西医歯薬ラグビー大会“優勝” 

　奈良医大ラグビー部は伝統と栄光のある部活で、これまで数々

の偉業を成し遂げています。ＯＢの方々に多くの偉業を聞かせて

いただいてきましたが、私を含めた現役部員は、まだラグビー部

に歴史が刻めていないことにもどかしい思いをしてきました。し

かし、伝統を受け継ぎ、今も昔と変わらぬ熱い思いで、ただひた

すらに無我夢中で楕円球を追い続けることだけは忘れずにきたつ

もりです。かつて30人以上いたラグビー部は今では20人を切り、

競技人数15人のラグビーにおいて、ギリギリの人数になってい

ます。そんな中、今年の関西医歯薬ラグビー大会を迎えました。

人数もさることながら、決して強くない私達は、初戦から楽な試

合は一つもありませんでした。しかし、試合を重ねるごとに成長

し、団結力を高めていき、１ヶ月にも渡る苦しい闘いを制し、5

月22日、ついに決勝の舞台に立つことができました。当日は悪

天候にもかかわらず、多くのＯＢやＯＧの先生方、ご父兄、そし

て大学の友人が応援に駆けつけてくれました。皆様の熱い声援の

後押しもあり、私たちは苦しみながらも、20－18という僅差で

勝利を掴むことが出来ました。言葉には表すことができないほど感謝しております。本当にありがとうございました。 

もうすぐ夏の風物詩西医体を迎えます。必ず春夏連覇を果たして多くの方々に感謝の意を示したいと思います。これか

らも奈良医大ラグビー部をよろしくお願いします。（平成23年度主将　竹下宏太郎） 

（戦績） 

一回戦：関西医科大学　３９－３ 

二回戦：滋賀医科大学　１７－７ 

準々決勝：広島大学　１４－１２ 

準決勝：福井大学　１２－５ 

決勝：兵庫医科大学　２０－１８ 
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　前回のエルゼビア社に続き、第2回めはワイリー社（以下ワ社）の「ワイリー・オンライン・ライブラリー（Wiley Online Library、
以下WOL）」です。 
　ワ社は、1,500誌のオンライン・ジャーナルおよび9,000タイトル以上のオンライン・ブックを扱っています。本学では、ジ
ャーナルのうちのSTM（Science, Technology & Medicine）コレクション約800誌にアクセスできます。以前は、「Wiley 
InterScience（ワイリーインターサイエンス）」というプラットフォームでしたが、インターフェース等が改善されて、昨年8月
にWOLはリリースされました。 
　雑誌タイトルからご覧になるには、当館ホームページ「オンラインジャーナル」からももちろん探していただけますが、
WOLトップページ（http://onlinelibrary.wiley.com/）左側中ほどにある「PUBLICATIONS A-Z」からアルファベット順
に探していただけます。例えば「Cancer」を探す場合「C」を選びますと、ジャーナルとブックが混在した一覧が表示されます
ので、右側の「FILTER LIST」の「PUBLICATION TYPE」から「Journals」をクリックしますと、ジャーナル・タイトルだけ
が表示されます。そのうちアクセスが可能なタイトルのすぐ左には黄色い南京錠が開いたアイコンが表示されますので、目安
にしていただけます。（図１） 
　各ジャーナルのページを開きますと、「Recently Published Issues」として最新号（Current Issue）を含む5号分の
リンクが表示されます。すべての発行年へのリンクは、その右側の「See all」をクリックしてください（図2）。すると、「All Issues」
の他に「Early View Articles」と「Accepted Articles」というメニューが表示されます。前者は、最新号に掲載待ちの論
文を、後者は一部のジャーナルに限られますが掲載が決まった査読済みの著者原稿をそれぞれ見ることができます。 
　アクセスできる範囲は基本的に1997年以降ですが、以下のタイトルは創刊号からアクセスしていただけます。ただし、ア
クセスは学内に限定されますのでご注意下さい。 
　・Cancer (1948- ) 
　・Hepatology (1981- ) 
　・Histopathology (1977- ) 
　・International Journal of Cancer (1966- ) 
　さらに、最高レベルのエビデンス（科学的根拠）と言われるシステマティック・レビューを収載したデータベースであるコク
ラン・ライブラリー（The Cochrane Library、http://www.thecochranelibrary.com/）もワ社から提供されており、当館
ホームページ「EBMリソース」からご利用いただけます。 
　ご不明な点がございましたら、担当（鈴木、内線2293）までお問い合せ下さい。 

　学術雑誌を評価する上で最も利用されている「インパクト・ファクター（以下、IF）」は、「JCR（Journal Citation Reports）」
（トムソン・ロイター社発行）という資料に掲載されていますが、このたび2010年版がリリースされました。 
　ここで、「Nature」を例に取ると、IFは以下の計算式となります。 
　A　= 「Nature」が2008年と2009年の２年間に掲載した論文数 （899+866） 
　B　= 「Nature」が2008年と2009年に掲載した論文が、2010年に引用された延べ回数（35,110 +28,609）  
　「Nature」の2010年IF　＝　B/A（36.101） 
　この資料は毎年更新されますが、2010年版の編集は2011年になってから行われるため、どうしてもタイムラグが半年ほ
ど生じるようです。 
　当館ホームページ・トップメニューの「オンラインリソース」からリンクしています。 

図１ 

図2

電子ジャーナルを使いこなそう！　第2回 
ワイリー社「ワイリーオンラインライブラリー（Wiley Online Library）」 

インパクト・ファクターが2010年版に更新！ 

連載  電子ジャーナルを使いこなそう！　第2回 
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研究生活を振り返って  

化学 

　私は、生体組織におけるコラーゲン線維の研究(1)とクモの糸の研究(2)を手掛け

てきた。 

　（１）コラーゲンの研究の発端は線維の配向性（並び方）を調べる新しい方法を開発

したことにある。高分子物質の配向性はその機能を反映する重要な因子であるため、

その測定は不可欠である。従来の多くの方法は測定に長時間要するため、新しい迅

速測定法の出現が待たれていた。私は30年ほど前に、迅速で汎用性のある測定法と

して、世界的に全く新しいマイクロ波方式の配向測定法を見出し、その理論とともに

測定機器を開発し（S. Osaki, Nature, 347, 132 (1990)）、フィルム、シート、繊維などに適用してきた。な

お、開発した装置の売り上額は30憶円を突破している。マイクロ波方式が血管、皮膚、骨、肺などの生体組織に適

用できることが分かり、医学の分野に線維の配向性という概念を初めて導入することができた。生体組織の機能

性はコラーゲン線維の配向性と密接に関係することを突き止めた結果、科学的な皮膚移植法が提案でき、踵骨に

加わる応力分布などから、人体のしくみが極めて合理的になっていることを驚きを持って理解できるようになった。 

　（２）クモの糸の研究は、35年程前に趣味としてスタートしたのが始まりである。分類学が主流の当時では、ク

モの糸の研究者は世界的にはほとんどいなかった。クモを調べていくうちに生態のみならず糸そのものに数々

の面白い性質のあることが分かってきた。その結果、クモの糸に『２』の安全則のあることを見出した（S. Osaki, 

Nature, 384, 419 (1996））。これは4億年物進化の歴史を持つクモが生き延びてきた危機管理術そのもの

なのである。クモの糸から得られた危機管理術は、社会科学的にも自然科学の分野にも適用でき、高等学校の教

科書『現代文』や大学高校の入試にも多数採用されている。その後、クモの糸に初めてヒトがぶら下がる実験に

成功した(2006年)。最近では高付加価値をめざしてクモの糸をヴァイオリンの弦として作り上げることに成功し、

クモの糸に独特なヴァイオリンの音色を呈することを明らかにした(2010年)。さらに、クモが夜行性から昼行性

へ進化した証拠を見つけることができた(2011年)。 

　本学在任中に、『クモの糸のミステリー』（中公新書）、『クモはなぜ糸から落ちないのか』（PHP新書）、『コラ

ーゲンの話』（中公新書）、『クモの糸の秘密』（岩波ジュニア新書）等の出版とともにマスコミを通じて、研究成果

の一端を社会に発信できる機会を得たことは幸いであった。 

　私の研究姿勢としては、人の研究の後追いを好まず、実用化を最終目標としつつも、自然科学の観点から基本

的な概念を創り上げることに重点をおいてきた。つまり、自然科学のみならず社会科学などへの幅広い分野に適

用可能な成果が得られる研究を目標にしてきた。私の研究生活を振り返れば、最近になってやっと物事の本質が

分かりかけてきたことから、皮肉にも、今、発展途上というところにある。 
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自律神経による制御機構の研究  
ー循環器、消化器等の機能をターゲットにー 

生理学第二講座 

教授　高木　都 

１） 循環器系の研究： 

①世界で唯一のラット血液交叉灌流系  

左心室の非線形の収縮期末圧容積関係（ESPVR）から、収縮時の総機械的エネル

ギーである収縮期末圧容積面積（PVA）と1心拍あたりの心筋酸素消費量（VO2）

を算出し、VO2-PVA関係の勾配とVO2切片を求める。さらに新しいパラダイムと

してCa2+ 冠動脈注入により増加したPVAから求める収縮性の指標eEmaxと収

縮性の酸素コストを提案した。このユニークな心機能の解析方法による、病態心(交

感神経が過剰に働いたモデルなど)、SERCA2a遺伝子導入心やSERCA2a遺伝子

トランスジェニックラット心の心機能解析から細胞内Ca2+ハンドリング機構にフォ

ーカスを絞って研究を進めてきた。さらにGCaMP 遺伝子トランスジェニックラット心でCa2+トランジェント

を同時計測する試みも継続中である。 

②世界で初めて開発した心筋スライス実験法 

静止および機械的無負荷収縮時の酸素消費や独自の運動指標を計測してVO2-PVA関係(①で求めた)の

VO2切片は、心筋の基礎代謝とCa2+ハンドリングに用いられる興奮-収縮連関(E-Cカップリング) に要するエ

ネルギー消費であることを示した。最近では、このスライスで直接細胞内でのCa2+動態を解析して、単一心

筋細胞では不可能な多細胞標本による新しい視点の研究を継続中である。 

③ラット生体位駆出心 

左心室圧－容積を同時計測して非線形の収縮期末圧容積関係（ESPVR）を求め、1心拍あたりの総機械的エ

ネルギー（PVA）や実効動脈エラスタンス（Ea）を指標として、病態心(交感神経が過剰に働いたモデルなど)

の心機能や、循環器系作動薬や麻酔薬の生体位心への総合効果を研究してきた (麻酔科との共同研究) 。 

２） 消化器系の研究： 

①排便反射【直腸－直腸収縮反射(R-R反射)と直腸－内肛門括約筋弛緩反射(R-IAS反射)】 

この反射は、中枢神経系、自律神経系と腸壁内神経系とによって制御されていることを一貫して明らかにして

きた。標準生理学（医学書院）にはこの成果が記載されている。 

②腸管切離吻合モデル  

直腸壁内神経再生・新生の促進による排便機能の速やかな回復を目指す研究を続けている。この研究は臨床

応用に向けて発展している（新規日本特許出願済、現在公開中。公開番号： 2010-105971）。 

③腸管運動におけるペースメーカ　(c-kit陽性ICC 細胞)機構の解明  

遺伝子改変動物やES腸管で腸管運動におけるペースメーカ機構と壁内神経系とのクロストークの解明を続

けており、高木が書いた総説は高いダウンロード数を示した。 

④ES腸管に壁内神経系を形成する試み 

マウスES細胞から胚様体形成期間中にBDNF、5-HT4 受容体 刺激薬 を作用させることにより、ES腸管に神

経堤細胞の形成を介する壁内神経系（Ca2+イメージング法により生理的に機能することを確認）の分化誘導

に成功した（新規日本特許出願済；出願番号：特願2005-59547）。 

３） その他の研究： 

①骨芽細胞と神経細胞(脊髄後根神経節細胞)との共培養系を用いた求心性情報伝達の研究をCa2+イメージン

グ法により検討中。 

②SERCA2a遺伝子トランスジェニックラットの排尿機能の研究 (泌尿器科との共同研究) 。 

③抗ガン剤による味覚障害の研究 (口腔外科との共同研究) 。 

 

☆詳しい研究成果は、HP: http://www.naramed-u.ac.jp/_2phy/をご覧下さい。 
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平成23年度 

科学研究費補助金の決定 
（研究推進課） 

　平成２３年度科学研究費補助金（文部科学省、（独）日本学術振興会）が決定しま

した。新学術領域研究及び若手研究（スタートアップ）等を除く平成２３年５月６日

現在の状況は表のとおりです。 

　来年度に向け、より積極的な申請をよろしくお願いします｡ 

採択件数 

Ｈ23年度 

Ｈ22年度比 

Ｈ18年度比 

金額 直接経費 間接経費 

220,700千円 286,820千円 

＋7.9％ 

＋3.1％ 

145件 

＋2.9％ 

＋6.4％ 

66,120千円 
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　来る9月6日（火）17時30分から、臨床第一講義室において医療倫理講習会を開催します。 

　この講習会は、「臨床研究に関する倫理指針」に規定される“研究者は、臨床研究の実施に先立ち、臨床研究に関する

倫理その他臨床研究の実施に必要な知識についての講演その他必要な教育を受けなければならない。”の一環として

開催いたします。 

　損傷した末梢神経の再生研究が、以前から国の内外において比較的活発に続けられている。しかし、そ

の研究成果が臨床応用までに進んだ例はきわめて少ない。その一つの理由は、神経を再生するために必

要な人工チューブとそれに加えるべき細胞が必ずしも適当

でなかったためである。そこで、その接合チューブが満足す

べき条件を医用工学の視点から検討し、イラストに示したよ

うな複合構造をもつ生体吸収性チューブを作製した。これを、

十年以上前から共同研究を続けている大阪市立大学整形

外科の高松聖仁講師に提供した。高松グループは、このチューブに加えるべき

細胞として非自己ではない自己ともいえるiPS細胞から分化させた神経系細胞

を用いた。あらかじめ体外において培養して

おいた神経系細胞と吸収性チューブとを組

み合わせたハイブリッド型人工神経をマウス

の後脚に埋め込んだところ、3か月後には歩

行能力が回復した。 

　このように自己細胞ともいえるiPS細胞

から誘導した神経細胞を生体吸収性二層チ

ューブに組み込んだ研究は世界でも初めて

の試みであろう。 

医療倫理講習会の開催のごあんない 

ハイブリッド人工神経の開発に成功 

講　　師　　　東京医科歯科大学　生命倫理研究センター　センター長・教授　吉田雅幸　先生 

講演内容　　　未　定 

住居医学講座　教授　筏　義人 



　附属病院看護部の西看護師が提案したニーズ（入院

患者さんが使用されるステッキが固定できないため夜

中に倒れ、大きな音におどろかされる）に基づき、県内

の企業２社と西看護師の間で“なんとかして”（ニーズ）

を解決する製品の共同開発に取り組んできました。 

　この度、１社との共同開発の成果としてステッキホル

ダーが商品化され、弘済団の売店でも販売されています。

日常業務における“なんとかして”（ニーズ）が産学官連

携に発展、成果（商品化）として実を結びました。日常業

務の中に潜んでいる“なんとかして”（ニーズ）は、産学

官連携のシーズでもあり、その成果は皆さんの業務負

担軽減ともなります。 

“なんとかして”に気付かれた時は研究推進課産学官連

携推進係（内線２５５２）までご連絡ください。 

【三晃精機（株）との共同開発製品】 
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“なんとかして”（ニーズ）が製品に　ステッキホルダーの共同開発 

　BioJapanは1986年の初開催から今年で13回目の開催となる日本においてバイオ関連で最もインパクトの

ある展示会です。分野も創薬だけではなく機能性食品や医療機器、環境分野まで網羅し、バイオの総合展へと発

展しているところで、今年はライフ（医療・創薬、医療機器、機能性食品、化粧品）、グリーン（バイオリファイナリー、

バイオマスプラスチック、環境、食料）、バイオクラスター＆ベンチャーの３大テーマのもと、様々な企画ゾーンや主

催者セミナー等が予定されています。オープンイノベーションを標榜するBioJapanへの参加は、国内外のパー

トナーとのアライアンス活動に最適な展示会です。　 

　この度、本学の第一内科学斎藤教授の研究グループが開発された“血栓溶解薬剤ＤＤＳ”に関する技術を

BioJapanで発表いただくこととなりました。このような機会を活用することにより産学官連携が進展し、研究活

動のさらなる発展が期待されますので、発表を希望されるシーズ情報を研究推進課産学連携推進係（内線２５５２）

までお寄せください。 

Ｂｉｏ　Ｊａｐａｎ　２０１１ （１０／５～１０／７　於：パシフィコ横浜） 
～　第一内科学　斎藤教授によるシーズ発表～ 

（研究推進課） 
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受賞者からひとこと 

　平成２３年度看護功労者知事表彰を５月１０日に受けさせていただき

ました。この受賞にあたり、看護部よりご推薦いただきましたことに深

く感謝いたします。 

　振り返れば、看護師として長い間勤務してこられたのも、いろいろな

ことを患者さんに学ばせていただき、また上司や同僚のご支援をいただ

いたおかげだと思っています。 

　医療、看護をとりまく環境は大きく変化し、非常に厳しい状況でもあ

ります。改めて気を引き締めて、真摯さを忘れず仕事に取り組みたいと

考えます。 

　今後ともご指導よろしくお願い申し上げます。 

　今見良江、大谷幹代、喜多安俊 

写真左から喜多安俊師長（Ａ棟７階北）、 
大谷幹代主任（脳神経外科外来）、 
今見良江主査（呼吸器・血液内科外来） 

上記３名の方は、就業状況が勤勉、かつ、人格が高潔であって他の範となり、看護業務の遂行及び改善、看護技術の
向上並びに看護師の育成指導についての功績が顕著であると認められました。 

　病院ボランティアグループ“ラポール”は、平成１２年３月に結成され、現在ま

で多くのボランティアさんの協力のもと活動しています。“ラポール”とは、フラ

ンス語で“仲間との繋がり”や“架け橋”を意味し、その名の通り、多くの患者さ

んと医療者・病院とを繋ぐ大切な存在です。 

　昨年度は、１０年を振り返る意味で、ボランティアさん達が記念誌編集に取り組

まれました。その結果、記念誌“ラポールのあゆみ”が完成し、ボランティアさん

達の想いやこれまで関わってきた病院関係者の想いがいっぱい詰まった記念誌にな

りました。 

　６月からは、エプロンも新たに活動いただいています。 

　“ラポールのあゆみ”は、病院のボランティア図書コーナーに置いてありますので、

ぜひ一度、ご覧ください。 

当院から3名の方が受賞されました。おめでとうございます。 
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病院機能評価の認定取得について 附属病院長　榊　　寿 右 
　本年５月に日本医療機能評価機構の方から昨年受診しました評価結果（Ｖｅｒｓｉｏｎ ６）
について認定されたとの報告を受けました。 
　評価機構による評価を受ける効果と利点については機構のホームページで明記され
ています。評価機構は医療機関が質の高い医療サービスを提供してゆくための支援を
行う目的として設立されました。この機構の評価を受けることにより、わたしたちの病
院の現状が客観的に把握されること、また今後病院として改善してゆかなければならな
い事柄のきっかけ作りができること、効果的で具体的な改善目標の設定ができること、
第３者から指摘されることにより問題点について共通した認識を持つことができ、管理
者も各部門も改善意欲が向上して主体的な取り組みが期待できることなどが挙げられ
ています。 
　機能評価は、主として医療安全や患者サービスの観点から、３日間にわたって綿密な
審査が行われました。特に医療安全に関しては行き届いたマニュアルが作られ、職員が
それを知り、実行されているかなどを書類、医療現場視察、そして対面質問などで行われました。評価を受ける前の準備や医療安全のための
対策については、コンサルタントも入っていただき、病院全体が一体となって対処していただきました。そして病院評価機構からＶｅｒｓｉｏｎ ６
の認定がなされたとの報告を受けました。また奈良県立医科大学附属病院は病院をあげて対応していたとの追加的評価も報告されたと聞
いています。 
　Ｖｅｒｓｉｏｎ ６ の認定されたことを大変誇りに思いますと共に、評価を受けるにあたり御協力いただきました病院の全職員に心から感謝申し
上げます。 
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看護部から 所属紹介  

17

中央内視鏡・超音波部のスタッフ

外来１階のスタッフ

外来２階のスタッフ

患者さんへの指導風景
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　4月から中央臨床検査部に勤務しています。最初は分からないことばかりでしたが、先輩方のご指導の
お陰で少しずつではありますができることが増えてきました。 
　私は今、血液・一般検査領域で貧血や白血病などの血液疾患及び止血・凝固の検査を行っています。今
いる血液・一般検査を含めて大きく4つの検査領域をローテーションし、色々な検査を経験させていただ
いています。そして、それらの中から自分の興味の沸くものを見つけて勉強し、技術を研鑽して、その道の
プロになりたいと思っています。 
　まだまだ未熟で至らない点が多く、先輩方に頼りっきりの毎日です。特に私はそそっかしいところがあり
ますので、その都度お叱りいただければ幸いです。これから精一杯頑張っていきます。どうかよろしくお願
い致します。 

【臨床検査技師】 

　今年度4月より入職し、中央放射線部で一般撮影業務をさせていただいております。学校を卒業後すぐ
奈良医大に来ていますので診療放射線技師としての経験はなく完全な新人でした。入職より2ヶ月が経ち
ＯＰＥ場にも行かせていただけるようになりましたが、まだまだわからないことばかりで毎日必死に仕事を
覚えようと努力しています。良い先輩や上司に恵まれ本当に感謝です。 
　今はまだ頼りない技師ではありますが将来、先輩方のような「放射線のプロ」「撮影のプロ」になれるよ
うにがんばっていきたいと思います。診療放射線技師はポータブル撮影などでＯＰＥ場や各病棟、ＩＣＵなど
いろんなところに出没しますので、みなさんと関わる機会があるかもしれません。ご迷惑をおかけするこ
ともあるかと思いますがどうぞよろしくお願いします。 

【放射線技師】 

　助産師として産科病棟に配属されてから、早くも3ヶ月が経ちました。いまだにわからないことも多く、

判断に困ることもあるのですが、先輩方の優しく暖かい指導のもと、毎日必死に業務についています。 

　奈良医大の産科は、地域の中でもリスクの高いケースも取り扱う総合周産期母子医療センターであり、

母体搬送や緊急帝王切開等も多いため、できるだけ早期から母児接触や母乳育児ができるよう乳房ケア

などを行い支援していくことで、お母さん方に少しでも育児にたいして自信をもって退院していただける

よう心がけています。 

　常に学ぶ姿勢を持ち、1つ1つのことに向き合って精一杯頑張って行きたいと思います。 

【助　産　師】 

　4月に入職して早くも3ヶ月が経ちました。 
　4月の集合研修を終えて病棟に配属されると、覚えることがたくさんあり緊張の連続でしたが、先輩方
から毎日指導していただき少しずつ仕事にも慣れてきました。まだまだわからないことも多いですが、先
輩方に助けられながら日々頑張っています。 
　B7病棟は消化器・内分泌代謝内科で内視鏡治療・放射線治療などが行われています。現在は治療後の
患者さんの観察や援助をしていますが、ターミナル期の患者さんも多いためターミナルケアや精神的援
助なども必要です。 
　まだまだ勉強不足ですが患者さんの笑顔を力に僕も毎日笑顔で患者さんと関わり、少しでも患者さん
の力になれるよう元気いっぱい頑張っていきたいと思います。 

【看　護　師】 

　4月に入職しC7病棟に配属され3カ月が経ちました。同期入職の仲間も多く忙しい毎日ではありますが、
日々励まし合いながら患者さんの笑顔を励みに頑張っています。 
　C7病棟には緊急性の高い心疾患の患者さんから生活習慣病での教育入院の方まで様々な患者さんが
入院されておられます。初めは心臓カテーテル検査を受けられる患者さんを中心に受け持たせて頂きま
したが、今はその他多くの患者さんにも関わらせて頂いています。 
　自らの知識不足を痛感する毎日ですが、同期の仲間や先輩たちの優しい一言に支えられています。先
輩からの熱い指導は、時には厳しく感じることもありますが、早く先輩たちのような患者さんに信頼しても
らえる看護師になれるよう日々精進していきたいと思います。 

【看　護　師】 

中央臨床検査部　血液・一般検査　宮原　由美さん 
みやはら ゆ　み 

中央放射線部　一般・救急撮影　南　慎一郎さん 
みなみ しんいちろう 

看護部　Ａ棟5階　稲岡　尚子さん 
いなおか なおこ 

看護部　Ｂ棟７階　出口　大樹さん 
でぐち ひろき 

看護部　Ｃ棟7階　吉本　安耶香さん 
よしもと あ　や　か 
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　今年4月に入職し、栄養管理部で管理栄養士として働いている早味司です。入職が決まった3月１１日は
東日本で大規模震災が発生し、喜びの反面大きな被害に悲しい１日となりました。被災者の皆様に心より
お見舞い申し上げます。 
　さて、勤務して3か月経過し、今は先輩の指導のもと給食管理や栄養指導、ＮＳＴ業務などに励んでいる
ところです。まだまだ未熟なことが多く勉強の日々ですが、やりたかった仕事ができる喜びを強く感じてい
ます。また、先輩方の温かく熱心な指導環境は非常に有難く、それに応えられるよう頑張らねばとの思いが
強いです。 
　今後もさらに努力し、業務に責任をもてる管理栄養士をめざし成長していきたいです。背の小さい管理
栄養士がいれば私だと思いますので、声をかけてもらえれば幸いです。皆様どうぞよろしくお願いします。 

【管理栄養士】 

　今年4月に医療技術センターの臨床工学技士として働き3カ月が経ちました。今は、透析室と心カテ室
でのアブレーションの業務に従事しています。 
　初めは業務の流れをつかむこと、作業を覚えることに必死になり、周りの状況が全く把握できていませ
んでした。また、学生時代に学んだ知識を現場で生かすことができず、簡単な作業でも失敗をすることが
多々ありました。しかし、根気よく教えてくれる先輩方、看護師の方々が1つの作業ごとに的確なご指導を
して下さり、おかげで、自分自身もより一層透析業務に興味がわくようになりました。 
　アブレーション業務は今年から臨床工学技士が担当することとなったため、先生方に症例や治療の順序
についていつも教えて頂いています。不慣れなことも多く、周りの方に迷惑をかけていますが、日々勉強と
思い、業務に勤しんでいます。 
　いつか自分も先輩方のように患者さんにとって必要とされる医療技術者に成長したいです。 

【臨床工学技士】 

　医療技術センターに4月から言語聴覚士として勤務しております。実は日々雇用、嘱託職員と若干の回
り道をしておりまして、今年度の新規採用者となることができ、とても感謝しております。 
　当院では主に脳血管疾患等によるコミュニケーション障害（失語症や構音障害）の患者さんの言語訓練
や摂食・嚥下障害の嚥下訓練を主に担当させていただいております。 
　患者さんが再び、自分の思いや考えを相手と共有できる喜び、口から食事が摂れる喜びのお手伝いが出
来ればとリハビリテーションチームの一員として日々業務を行っています。 
　患者さんのコミュニケーションや嚥下機能でお困りの際には、遠慮なくお声をかけて頂ければとてもう
れしく思います。今後ともよろしくお願い申し上げます。 

【言語聴覚士】 

　私は新病棟を除く本学施設整備の建築業務の多くを担当しています。その責任の重さとやりがいを感
じながら、皆さんのご理解とご協力を得て、任務を遂行しています。 
　建築の計画・設計・監理等によって学生さんや患者さんと関係者の方々の施設利用、教職員等の皆さん
の執務環境をより安全に、より快適にすることが私の業務目的だと考えています。更にそれらのことによっ
て間接的に教育・研究・医療に寄与することができ、今後の都市規模の計画が進めば直接的な地域貢献に
もなると思っています。 
　それらの成果は場合によっては小さく、また長期間かかって初めて確認できるものも少なくありません。
目的の達成を見ることができるならばその大小に関わらず確かな手応えとして新たな業務の糧となるで
しょう。 

【建築技師】 

　4月から経営企画課で勤務しています。担当しているのは、病院運営協議会や医局長会議に関すること、
予算の執行に関することなどです。初めての地での、初めての社会人生活ということで、当初は不安な部
分がありましたが、上司のみなさんや諸先輩方に大変よくしていただいており、徐々に慣れていっていると
ころです。 
　奈良県立医科大学附属病院は、奈良県における基幹病院であり、高度で先進的な医療を提供するととも
に、地域医療の中心的存在たることが求められていると考えられ、その使命は非常に大きいものだと思わ
れます。「 一念一念と重ねて一生なり 」という言葉がありますが、日々志をもって職務に当たり、一歩ずつ
色々なことを吸収することで、大きな使命を持つ奈良県立医科大学附属病院の経営に少しでも貢献でき
るように頑張りたいと考えております。 

【事　　　務】 

 医療技術センター　医療技術係　山田　佳奈さん 

医療技術センター　リハビリ係　大西　沙織さん 

財産管理課　施設整備係長　井上　誠さん 

経営企画課　経営企画係　公文　一哉さん 

やまだ か　な 

おおにし さおり 

栄養管理部　栄養管理係　早味　司さん 
はやみ つかさ 

いのうえ まこと 

くもん かずや 

今年、４月に大学職員として、新規採用された方からメッセージをいただきました。 

初々しい私達の仲間です。みなさん、応援よろしくお願いしま～す。m(_ _)m
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　本年4月に開催された第99回日本泌尿器科学会総会（名古屋国
際会議場）で発表した「ユビキタス総合排尿機能診断機器の開発」が、
排尿障害：臨床部門で最優秀演題に選定され総会賞の顕彰を受けま
した。本研究は、低侵襲で計測自体を意識せず、無拘束で長時間連
続測定する生体計測の原則を実現するために、最先端の医工学技術
を用いて、在宅で日常生活動作に反映した排尿機能を評価するテレ
メトリーシステムを開発することを目的としています。測定系は症状
を記録する電子排尿日記、携帯式尿流量率測定器およびカプセル型
膀胱・直腸内圧測定器より構成されます。3日以上連続して圧測定し
体外に双方向通信できるカプセル型圧測定器の開発が最も技術的
障壁の高いもので、このために低消費電力の医療計測専用LSI、静

電容量式圧センサー、アンテナ等を産学官連携事業として開発しました。この開発研究は、2005年から2010年にわ
たる文部科学省のけいはんな知的クラスター創成事業、地域科学技術振興事業、さらに都市エリア産学官連携促進事
業の助成を受けて、大阪大学、東京工業大学およびマイクロニクス(株)等の協力により18mmx5mmのカプセル内に
システムを実装する最終プロトタイプを作成することができました。今後は、このシステムの検証作業を行い、日常生活
を反映した、新たな排尿機能のエビデンスを解明し、これに立脚する診断・治療体系の確立をめざします。 

日本泌尿器科学会総会・総会賞受賞 
奈良県立医科大学泌尿器科学教室　平尾　佳彦 

　7月6日(水)、第131回奈良医学会（臨床第一講義室）において、中島佐一
学術研究奨励賞の授賞式が行われました。　今回の受賞者は、第二内科学講
座の須�　康恵助教、耳鼻咽喉・頭頸部外科学講座の太田　一郎助教、中央
臨床検査部の水野　麗子講師の三人で、受賞者にはそれぞれ賞状、記念品の
楯及び研究奨励金として30万円が授与されました。 
　引き続いて実施された受賞者講演会では、受賞テーマに沿って、須�助教
が「気管支喘息慢性化機序の解明と新規治療法の開発」、太田助教が「がん
の浸潤・転移に対するEMTおよびMMPの制御」、水野講師が「糖尿病合併
心筋ハイバネーションにおける心筋微小循環調節機構の解明」というテーマ
で講演されました。  
　この賞は、故中島佐一名誉教授のご遺族からの寄附金を財源として、医学
の学術研究に優れた業績をあげた本学の若手教員に対して授与し、さらなる
研究の発展を奨励することを目的としています。  
　毎年、各所属に応募要項を案内しておりますので、若手教員の積極的なご
応募をお待ちしております。 

（研究推進課） 

第18回中島佐一学術研究奨励賞の授賞式を開催しました 

　6月18日(土)、厳橿会館３階大ホールにおいて開催された、奈良県立医科
大学医学部医学科同窓会総会において、厳橿学術奨励賞の表彰式が行われま
した。 
　今回の受賞者は第一内科学講座の中川仁氏で、同窓会会長・八木正躬氏よ
り、賞状と副賞の海外留学助成金が授与されました。中川氏は、平成23年
10月1日～平成24年9月30日まで、ユリウス・マクシミリアン大学ヴェル
ツブルグ（ドイツ・バイエルン州）に留学され、本態性高血圧の新たな機序
を解明する研究に従事される予定です。 
　この賞は、奈良県立医科大学医学部医学科同窓会が、母校の発展の一助と
することを目的に、海外において学術の研究、調査等に従事する者に対し、
その費用の一部を海外留学助成金として支給しているものです。  
　毎年、各所属に応募要項を案内しておりますので、積極的なご応募をお待
ちしております。 

（研究推進課） 

厳橿学術奨励賞の表彰式が行われました 

 同窓会会長・八木正躬氏より、 
中川仁氏へ表彰状の授与 

後列：左より 推薦者の木村教授、藤本教授、細井教授  
前列：左より 須崎助教、吉岡学長、水野講師、太田助教 
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承認された規程、委員会名簿等については、随時、ホームページにて公開して
います。
学内ホームページＵＲＬ（閲覧は学内のみ可能）
http://top.naramed-u.ac.jp/ →　「規程・名簿タブ」

※は、公開ホームページに掲載
http://www.naramed-u.ac.jp/aff/johokoukai/ （総　務　課）

役員会及び教育研究審議会の報告

第１回　役員会（４月６日）
１　医師配置システムによるへき地への医師の配置に関する協定

(案)を承認
２　教育研究審議会予定案件を承認
（１）発明届について

（２）教授選考スケジュールについて
３　卒業生の進路等を報告
４　入学者の状況を報告
第１回　教育研究審議会（４月７日）
１　小林教授（産婦人科学）から提出された発明届について、特許

等を受ける権利を承継することを決定
２　教授選考スケジュールを承認
３　産学官連携推進センター規程の制定について報告
４　住居医学共同研究の交付決定について報告
５　卒業生の進路等について報告
６　入学者の状況について報告
第２回　役員会（４月１３日）
１　視能訓練士の採用試験の実施を承認
２　薬剤師、作業療法士採用試験の応募状況について報告
３　第２期中期計画策定スケジュール（素案）について
第３回　役員会（４月２０日）
１　教育研究審議会予定案件を承認
（１）総合研究施設利用に係る費用負担の見直しについて
２　病院運営協議会規程、病院医局長会議規程の改正を承認し４月

１日付けで施行
３　（仮称）中央手術棟の整備について報告
第４回　役員会（４月２７日）
１　教育研究審議会予定案件を承認
（１）教員人事について
（２）新ＩＣＴ環境について
（３）産学官連携推進センター運営委員会委員の選任について
２　精神科における作業療法士の採用について承認
３　中期計画推進委員会規程の改正について承認し、４月２７日付

けで施行
４　平成２２年度　業務実績報告書（案）について意見聴取
５　第２期中期計画の策定について報告
第２回　教育研究審議会（４月２８日）
１　教員人事を承認
２　新ＩＣＴ環境の整備について承認
３　総合研究施設利用に係る費用負担の見直しを承認
４　産学官連携推進センター運営委員会委員の選任を承認
５　平成２２年度　業務実績報告書（案）について意見聴取
６　中期計画推進委員会規程の変更を報告
７　第２期中期計画の策定について報告
第５回　役員会（５月１１日）
１　債権償却（案）を承認
２　地域医療総合支援センターの設置に関する協定(案)を承認
３　薬剤師、作業療法士の採用試験の合格者を決定
第６回　役員会（５月１８日）
１　大学院保健看護学研究科設置に伴う運営組織の規程（案）を承

認
２　文部科学省科学研究費補助金の採択状況を報告
３　病院機能評価の審査結果を報告
第７回　役員会（５月２５日）
１　中期計画推進委員会規程の改正（案）について承認し、５月２

５日付けで施行
２　看護職員採用試験の合格者を決定
３　看護職員採用試験（本学学生及び学校推薦）の申込状況を報告
４　（仮称）中央手術棟の整備について報告
５　大学院（保健看護学科）の設置について報告
第８回　役員会（６月１日）
１　平成２２年度業務実績報告書(案)を承認
２　決算関係書類について報告
３　平成２３年度授業料減免申請者の状況を報告
４　（仮称）中央手術棟の整備について報告
５　病院機能評価の認定を報告
第９回　役員会（６月８日）
１　教育研究審議会予定案件を承認
（１）教員人事について
（２）教員の海外留学について
（３）教員の再任評価について

（４）発明届について
（５）平成２３年度講座・教員研究費の配分について
２　職員（視能訓練士・看護職員）採用試験の合格者を決定
３　寄附講座「住居医学講座」の設置期間等の変更について報告
４　（仮称）中央手術棟の整備（院内感染防止委員会からの提言）

について報告
第３回　教育研究審議会（６月９日）
１　石坂教授（寄生虫学）から提出された発明届について特許を受

ける権利を承継しないことを決定
２　教員の人事を承認
３　教員の海外留学を承認
４　教員の再任評価を承認
５　平成２２年度業務実績報告書（案）を承認
６　平成２３年度講座・教員研究費の配分を承認
７　医学科入学試験委員会委員の選任を承認
８　中期計画推進委員会規程の改正を報告
９　文部科学省科学研究費補助金の採択状況を報告
10 寄附講座「住居医学講座」の設置期間等の変更を報告
11 大学院（保健看護学研究科）の設置申請を報告
12 平成２３年度授業料減免申請者の状況を報告
第１０回　役員会（６月１５日）
１　なかよし保育園の整備についての基本方針を承認
２　決算関係書類について報告
３　宮城県気仙沼市への「こころのケアチーム」の派遣について報

告
第１１回　役員会（６月２２日）
１　看護職員の採用試験の合格者を決定
２　平成２２年度決算を承認
３　平成２２年度計画の評価について承認
４　教育研究審議会予定案件を承認
（１） 奈良県立医科大学学則の改正について
５　平成２３年１０月以降の医事委託契約について基本方針を承認

～学報紙面で紹介します～  
新聞・雑誌･テレビ等マスコミの取材、テレビ出演、記事を掲載された 

教職員・学生を、この「学報」紙面で紹介します。 

掲載概要 掲載メディア 

NHK 
『週刊　ニュース 
深読み』 
６月４日（土） 

掲載者 

今村知明 
教授 

（健康政策医学） 

朝日放送 
『たけしの健康エン 
ターテイメント！ 
みんなの家庭の医学』 
６月７日（火） 

「ユッケによる食中毒事件」に関してそ
の仕組みや対策の現状を取り上げる番組
で、「事件の背景にある業界の事情」、
「生食に対する対策の現状と課題」、「病
原性大腸菌の恐ろしさ」などに関して、
ＮＨＫ解説委員とともに専門家としての
立場から解説しました。 

産経新聞　朝刊 
７月５日（火） 

羽竹勝彦 
教授 

（法医学） 

県内での解剖件数も年々増加し，年1３
0件前後となり、そのほぼすべてを手が
ける羽竹教授の「遺体の声なき声を読み
取る」というテーマで，異状死体の死因
究明の現状や法医学の社会への役割が掲
載されました。 

山中准教授の本学附属病院における「良性
発作性頭位めまい症」の診療が取りあげられ、
その病態が耳石粗しょう症（じせきそしょ
うしょう）であることや原因にカルシウム
不足や骨密度低下が関係することを論じた
山中准教授の論文、コメント及び当院にお
ける治療法が紹介された。 

先進医療のコーナーで、山中准教授の「平衡感
覚における感覚代行技術（人工前庭器）」に関
する研究が紹介された。この機器を用いた治療
により重度平衡障害をもつ方が劇的に回復し社
会復帰できるまでになったエピソードが述べられ、
実際に本学附属病院において取り組んでいる治
療プログラムやその効果発現の実態が放映された。 

NHK　Eテレ 
『ここが聞きたい！ 
名医にQ』 
７月９日（土） 

山中敏彰 
准教授 

（耳鼻咽喉科・ 
甲状腺外科） 

NHK 
ニュース（全国版） 
「奈良ナビ」（奈良） 
「関西845」（近畿） 
６月８日（水） 

和田佳郎　講師 
（第一生理学） 
中尾寛宙、峯昌啓、 
植月友彦、名古路貴志 
（医学科2年） 

JAXAの「宇宙医学にチャレンジ！」ア
イデア募集に学生4名のアイデア「指－
指のドッキング」が採択され、宇宙船内
でその実験をした場合、どのような結果
が予想されるかを和田先生と学生が学内
で実験する様子が放送されました。 

このコーナー「メディア掲載情報」は、皆さんからの提供情報に基づき作成します。 
自薦、他薦を問いません。 
【情報提供先】ファックス等により、右記へお知らせください。 
　法人企画部 総務課 総務係 (内線2206) FAX 25-7657 
　くわしくは、URL：http://top.naramed-u.ac.jp/jimu/soumuka/03soumu/ 
　media_ joho.pdf（学内専用） 
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看護師助産師　募集（平成24年4月採用・随時採用） 看護師助産師　募集（平成24年4月採用・随時採用） 

附属病院見学会やインターンシップ（職場体験）を開催します。ぜひご参加ください。 
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【病院見学会】 

【インターンシップ】 

【採用試験】 

8月10日（水） 

7月27・28日（水・木）、8月3・4日（水・木）、 

8月11・12日（木・金）、8月17・18日（水・木）、 

8月24・25日（水・木） 

7月31日（日）、8月22日（月）、9月4日（日） 

必要書類や申込については、看護部ホームページをご覧ください。 
ＵＲＬ　http://www.naramed-u.ac.jp/̃bosyu/kango/

○今村　知明（健 康 政 策 医 学）
　笹平　智則（分 子 病 理 学） 
　藤本　雅文（物　　理　　学） 
　坂東　春美（地 域 看 護 学） 
　錦　三惠子（看　　護　　部） 
　岡　　眞啓（研 究 推 進 課） 
　永井　　淳（学　　務　　課） 
　奥田　　稔（病 院 管 理 課） 
　前　　和之（総　　務　　課） 
　池田　真琴（総　　務　　課） 
　（○印は編集委員長） 
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